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研究成果の概要（和文）：まず、コンテンツ標準化のための教材作成カスタマイズシステムを開発し、複数言語
での教材コンテンツのコンセプトを作り素材収集を行った。次に、標準化基盤に則って教材コンテンツを作成し
た。そして、授業実践グループ（各言語コンテンツ開発者）を中心に授業実践から教育効果を検証した。
具体的には、大阪大学をはじめ、研究分担者の所属大学の外国語授業で本システム、作成した教材コンテンツを
用い学習効果を測った。また、九州大学では国立大学として初めて本システム搭載の英語の大規模なe-Learning
を実施し、大阪大学サイバーメディアセンターと言語文化研究科共催で市民対象のe-Learningの外国語講座を開
催した。

研究成果の概要（英文）：At the first, in order to have learning materials be made as a standard 
content, we developed a customize system for learning material development. At the same time, we 
also considered the concept of learning content in several language and collected the materials. 
Then we developed the content. After that we evaluated the effectiveness of learning materials in 
different languages. Kyushu University is the first national university using this learning 
management system to provide their English lessons to undergraduate. In addition, Cybermedia center 
of Osaka University provided an online language course for citizens with graduate school of language
 culture of Osaka University from 2014 to 2016.

研究分野： eラーニング・コンピュータ支援学習（CALL）

キーワード： eラーニング・コンピュータ支援学習（CALL）　日本発コンテンツの世界標準化　外国語教育　言語学　
人文学

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の代表者および分担者は、実用的な
外 国 語 運 用 能 力 の 養 成 を 目 指 し て
e-Learning による外国語教育および教材コ
ンテンツ開発に関する研究を長年続けてき
た。その一環として代表者が中心となり
Learning Management System(WEB 対応授業
支援システム。以下、LMS と表記する) 
である WebOCM［ウェブ・オーシーエム］並び
に言語学習支援システム Web4u［ウェブ・フ
ォーユー］の開発を行い、自らも e-Learning 
による外国語教育を実践してきた。 
 
平成 17 年には e-Learning 教育学会（本研
究代表者が会長を務めている）を設立し、全
国の外国語教育担当教員が e-Learning 
を実践するための基礎的環境作りに腐心し
ている。国外では（シンガポールなど）、
e-Learning 推進による成功例も見られるが、
日本国内では、こうした粘り強い、草の根的
な普及活動をもってしても、e-Learning に
よる教育が期待された教育効果を生み出し
ているとは言いがたい。 
 
２．研究の目的 
教育の効果がより求められる現在、柔軟な
コンテンツの必要生が高まっている。しかし、
教育者や学習者のニーズに合わせた教材コ
ンテンツの開発並びにその再編集/再利用は
困難を極めている。本研究では、外国語担当
教員が個別のニーズに合わせて、教材コンテ
ンツを容易に作り出す事ができるシステム
作りを行い、実のある質の高い e-Learning 
を実現する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、コンテンツ標準化のための基
盤システム開発とその基盤を用いた外国語
教育用教材コンテンツの開発を行うと同時
に、作成した教材コンテンツのパーツを管理
し、再利用時に検索可能なパーツ管理システ
ムの開発を行う。また、本研究代表者が開発
してきた LMS の一部の機能を拡張すること
で、学習者の自律学習を促進し、教師と学生
がコミュニケーションを取りながらアクテ
ィブに学修を継続できるようシステム面か
らの支援を行う。 
平成 25 年度にはコンテンツ標準化のため
の教材作成カスタマイズシステムを開発す
るとともに、複数言語での教材コンテンツの
コンセプト作り、既存コンテンツからの素材
収集を行う。平成 26 年度以降は標準化基盤
に則った教材コンテンツ作りを行う。平成 27 
年度には e-Learning における教育実践を行
い、教育の効果、検証を行う。 
 
４．研究成果 
ドイツ語コンテンツ開発グループでは、シ
ステム開発グループが中心になって開発し
た e ラーニングシステム WebOCMnext を基盤

にしてコースウェア「ドイツ語 WEB 教材
German Dynamic」を制作した。 
WebOCMnext の IPEditor を使ってテスト問
題を自由にカスタマイズできる「WebOCMnext
用ドイツ語文法問題集」（問題文テクストフ
ァイル 92 個・音声 MP3 ファイル 559 個で構
成）を制作した。 
上の 2つのコンテンツは「標準化」仕様に
準拠して制作されているが、その「標準化」
が実際にどのような効果を有しているか、再
編集ならびにカスタマイズによって検証し
た。その結果、本研究の仮定どおり、教材コ
ンテンツは「標準化」によってこそ、他の教
員に利用・再利用されること、そして、継続
的に改良されていくことが明らかになった。 
上の 2つのコンテンツを大阪大学の授業な
らびに市民講座で利用し、また、東北大学の
授業でも利用した。WebOCMnext の IPEditor
による統一性のあるコンテンツ仕様は、学習
者の学習パターンに統一性を生むことが明
らかになった。システムの設計思想がコンテ
ンツの構造を決め、その骨太のコンテンツ構
造が教育方法まで決めていくことが明らか
になった。 
WebOCMnext のシステム、そして、そのシス
テムが生んだ教材コンテンツに適合した教
授法を策定した。WebOCMnext およびそのコン
テンツでは、学生がコンテンツの任意の場所
から直接的に質問を発することができる。ま
た、1 項目ずつ理解度を確認しながら学んで
いける。さらに、システムの体系性（IPEditor
のメニューがそれを具現している）がコンテ
ンツの体系性を生み、それが、学生の理解を
体系的に構築していくのをサポートする。こ
のような点から WebOCMnext システムはアク
ティブラーニング、対話型学習、体系的学習
などが交差した新しい教授法を生むことが
明らかになった。 
英語コンテンツ開発グループでは、本研究
代表者の開発してきているLMSに組み合わせ
るための英語教材開発を主業務として実施
した。 
 平成 25 年度には、ライティング、リスニ
ング、文法その他の３つのカテゴリーについ
て、パーツの収集、問題作成、設問編集、LMS
に求められる機能の内容の検討、本教材を使
用した授業科目（授業時間帯を設けない自律
学習による）の設計などを行った。 
 平成 26 年度には、オリジナルリスニング
素材の録音、画像の撮影、解答や解説の作成、
出そろった教材のXMLエディタへの落とし込
み、XML 形式に変換された教材の LMS への組
み込み、科目としての教材使用をにらんだ部
局人事の進行、試用大学での学習者認証方法
の検討と準備などを行った。 
 平成 27 年度には、2600 名程度を学習者と
し、開発した教材と LMS を搭載したサーバに
より、１年間ですべての教材を学習させ、そ
の学習運用の中で、教材内容の不備を発見し
て修正を施し、学生の学習の様子から LMS の



機能等の調整に向けたフィードバックを行
い、実際に科目として運営した場合の教員や
TA の体制のチェック、サーバのアクセス状況
の分析による科目運営への知見の集積など
を行った。 
 その他、特筆事項として以下の 2点が挙げ
られる。 
１）九州大学では新入生約 2700 名全員を対
象に、開発した教材を WebOCMnext に搭載し
た、英語のe-Learning授業がすすめられた。
国立系大学において、大規模な e-Learning
が実施された初めてのケースであり、この成
果に大きな期待が寄せられている。 
２）2014 年 11 月 1 日～11 月 15 日、2015 年
10 月 31 日～11 月 13 日、および 2016 年 10
月29日～11月12日までの各2週間にわたり、
大阪大学サイバーメディアセンターと言語
文化研究科の共催で、「大阪大学次世代型市
民講座～インターネットによる外国語学習
へのお誘い～」を開催した。市民からは高い
評価が得られ、アンケートによれば、今後も
継続的に開催してほしいとの声が多数を占
めている。 
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